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一住情報の基礎資料整備と普及活動の特徴分析一

一棟　宏子

1．研究目的

　現在，日本において住宅産業が巨大化するにつれて，

住宅を供給する側と住み手の距離が地域を越えて広がり，

マス・メディアを通じて住情報が氾濫する中で，様々な

形をとりながら住宅の消費者間題が顕在化している。建

設省住宅局が行った「住情報利用主体調査」注1〕（1990）

によれば，住情報に対する住み手（消費者）の二一ズは，

「営業と結び付いていない信頼できる公的な情報提供」

「総合的に情報が入手できる」ことが上位を占めており，

住み手に公正で，正確な住情報を提供することが今後ま

すます重要になるものと思われる。

　アメリカでは，州立大学にCooperative　Extention

Serviceという付属機関があり，そこが地域の社会教育

を担う活動の拠点となっている。特に，農学部やHome

Economics（家政学），Human　Eco1ogy（人間生態学）

といった家政学・生活科学系の学部が中心となり，各種

講座の開催をはじめ相談業務を行ったり，パンフレット

を発行し，様々な生活情報の発信基地としての役割を果

たしている。住情報はその一部として，主に大学教官や

専従のHousing　Specialistによって提供されている。

　そこで，本研究はアメリカの州立大学が地域に提供す

る住情報サービスについて調査と資料収集を行い，普及

のための組織と活動方法を把握し，提供されている住情

報の種類と内容を分類・整理することにより，住情報に

関する基礎資料を作成し，併せてその特徴を明らかにす

ることを目的としている。

　現在，日本では全国的に都市的生活様式が普及してき

たが，その一方で地域への帰属意識が薄れ，我々の基本

的な生活基盤である地域の重要性が見失われてきた。し

かし，今日我々の生活において大切なのは，グローバル

な視点を持ちつつ，生活環境の改善を図るために，地域

で具体的な方策に取り組むことであろう。その意味で，

地域における社会教育の場を提供し，生活情報の発信基

地として活動しているアメリカのCooperativeExtention

Service（以下の文中ではC　E　Sと略す）を研究すること

は意義あるものと考える。

　本研究を進めるにあたり，以下の3つの課題を設定し

た。
1）C　E　S活動の全体像を把握するためのケーススタディ

　C　E　Sの活動組織とその機能分担，活動内容など，活

動全体の有機的な関連を概観するために，州立大学C　E

Sの事例調査を行う。インタビュー調査を通して，住情

報発信基地としての活動実態を把握する。

2）C　E　Sの住情報に関する基礎資料の作成

　全米のHousing　Specia1istのネットワークを通じて，

各州立大学のC　E　Sが生活情報として発行しているパン

フレット・ワークショップ等の活動資料を収集する。そ

れらを住情報の観点から分類・整理し，基礎資料を作成

するために，キーワード分類，コード化を図り，集計の

効率的方法について検討する。現在，アメリカのC　E　S

の活動全体を概観できる統計的資料がほとんど整備され

ていないので，作成する資料の利用価値は大きいと考え

る。
3）C　E　Sが提供する住情報の特徴の分析およびC　E　S

　　が果たしている役割についての考察

　作成した資料に基づいて，C　E　Sから提供されている

住情報の種類・量，およびその重点のおき方を検討する

ことにより，各州における住宅問題の取リ組み方に，ど

から考際する　　　　　　　　　　　　　　　　　■

2．研究方法

　まず，C　E　S活動の全体像を把握するための事例研究

の対象として，アメリカ農務省（USDA），アイオワ州立

大学およびニューヨーク州のLand－Grant大学である

コーネル大学（農学部，HumanEcoｌogy学部以外は私立

大学である）を選択，訪問インタビュー調査を行った。

この2大学を事例研究の対象として選択したのは，比較

的都市化された地域を含む州と，農村地域が大部分を占

める州といった地域の性格を考慮した。地域によって抱

えている問題は異なり，当然それはC　E　Sの活動内容に

反映されると考えるからである。また，地方レベルの活

動状況を把握するために，ニューヨーク州の中から

TompkinCounty（Countyは以下の文中では郡と称す）

とニューヨーク市を，また，その他の地域からワシント

ン州のキング郡，およびカリラォルニア州のオレンジ郡

についてインタビュー調査を行った。

　次に，C　E　Sの住情報に関する基礎資料の作成を行う
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表2－1 Cooperative　Extention　Serviceを持つ州立大学リストおよび分析対象大学リスト
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ため，各州立大学のC　E　Sを持つ74大学（表2－1）を対

象に，資料および刊行物リストの送付を依頼した。うち，

64大学からの回答が得られたが（回答率86．5％），今回

我々が目的としている刊行物リストの分析対象として有

効と見なしたのは50大学であった（有効回答率67．6％）。

　なお，訪問，インタビュー調査は，1993年9月～10月

にアイオワ州立大学・コーネル大学・農務省・ニューヨ

ーク州のニューヨーク市・トンプキン郡のC　E　S事務所，

1994年8月にはワシントン州キング郡およびカリフォル

ニア州オレンジ郡の事務所で実施した。また，各州立大

学C　E　Sへの刊行物送付依頼は1993年7月～8月に行っ

たが回収がはかどらなかったため，さらに12月に再度依

頼を行い，送付を促した。

揮編成

　C　E　Sは1914年に設立されたが，その誕生は，Land－

Grant大学（国有地無償交付大学と呼ばれる州立総合大

学，以下LGUと略す）の設立と密接に関わっている。す

なわち，1862年モリル法，1887年ハッチ法，1914年スミ

ス・レイバー法などの制定により，LGUが設立された。

LGUは，それまでエリートの教育機関であった大学を，

国有地を無償で利用し授業料を安くすることにより，一

般に広く機会均等を目指したものであった。そして，大

学の使命を（1）教育　（2）研究　（3）普及一Ext（三nsion一と明確

に位置づけ，地域社会へ教育および研究成果を普及する

ことを義務づけているのが特徴である。

　C　E　Sはその普及活動を担う社会教育機関として設け

られ，「研究室や実験室で開発された技術と研究に基づい

た知識を広くコミュニティに普及する」ことがモットー

である。その責務は「合衆国国民の間に，有益かつ実際

的な情報を広め，～中略～エクステンションの事業内

容は，研究知識の実際的応用と，改良された技術訓練の

教育，かつ実演の促進からなるものとする～。」とスミ

ス・レイバー法に定められている注2〕。

　C　E　Sは，国・州・地方白治体の財政的援助により運

営されており，“Cooperative”とは，主としてアメリカ

農務省・LGU大学・地方自治体（約3，150郡）の3つの

機関における資金と専門家の協同を意味している。この

ほかにも，全国で何千という近接領域の専門職や，300万

人近くのボランティア，公的・私的外部団体と連携して

おり，こうした多くの団体や個人の協力により，この社

会教育の全国的ネットワークは，システムとしての強さ

と活力を生み出しているのである。

　他方，それぞれのC　E　Sにおける活動は自立的で，地

域住民の生活実情や二一ズに対応することが要求されて

おり，農務省の担当部署においても，各C　E　Sからの活

動報告を集計したものはない。

　農務省では，教育の基本プログラムとして以下の7項
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目を挙げている。

●農業面でいかに力を増し，利潤を上げるか

●コミュニティが持っている力の利用と経済の発展

●家族の発展と資源の管理

●4Hクラブと青年会の発展

●リーダーシ・ノプとボランティアの育成

●天然資源と環境制御

●栄養，食生活と健康

　また，特に現在重点的に扱うべき問題として，経済的

過渡期におけるコミュニティの問題，健康増進への方策，

食品の安全性と質，妊娠や非行など青少年の被害，国際

競争に生き残れる農業・ごみ処理・水質管理，危険にさ

らされる若者の問題が挙げられているが，C　E　Sが取り

扱う問題は，人々の要求や問題の重要性により，常に変

化しつつあり，また，人々へ情報を伝える方法も，従来

のものに加えて，コンピューター・ネットワーク・電子

メール・衛星放送など効率的な技術を利用したものに変

わりつつある。

4．コーネル大学におけるC　E　Sの活動と役割（事例1）

4．1大学学部教官（Facu1ty　Members）の役割

　エクステンションに携わる大学学部メンバーは，地方

のエクステンションスタッフに対して専門分野の研究を

実際の生活に応用できるよう指導的な教育プログラムを

作る責任がある。適切なプログラムを開発し，伝達方法

の工夫を行うとともに，教育プログラムの有効性の評価

も行う。すなわち，研究結果を著した出版物の刊行，教

育プログラムの中心となる問題の適切な分析，さらにう

まく伝達されるために実際の教材や方法の実施計画を立

てていく。これらプログラムのための財源は，政府機

関・地方自治体・個人企業の補助金や委託研究費など

様々な所から得ている。

　そのため，学部教官には

1）プログラムの開発能力：適切なプログラムの企画，

　　エクステンションに関わる内外の協力者への連絡，

　　外部から安全な基金の導入など

2）研究者として専門的な展示，出版物への貢献

3）行政責任1各方面の協力関係を保つため，委貝会な

　　どへの参加，今日的な問題に適したチームづくりな

　　ど指導性，作業をしやすくする環境づくりなど，

その役割と責任が要求されている。

　特に，各郡の現職専門職員への教育は，プログラムを

発展させるために重要で，多様な方法がとられている。

従来の方法はコーネル大学がクラスを編成して，郡職員

のために一定期間大学構内で行われてきた。この内部教

育期間中に職員は適当な訓練を受け，地域でプログラム

を指揮するのに必要な方法を学ぷが，異なる地域やケース

を想定して現実に即した演習が行われている。ここ数年，

電子技術の進展により，現職員の訓練やプログラム実施

方法はかなり変化してきた。今では衛星中継の会議が普

通に行われており，また，電子郵便の普及により，郡の

職貝や住民とのコミュニケーションがとりやすくなった。

　なお，エクステンションに携わる学部メンバーの仕事

内容には，異なった幾つかの段階がある。たとえば，あ

る教官は研究20％，エクステンション80％，他の教官は

研究70％，エクステンション30％といった具合に，それ

ぞれエクステンションと研究にあてる時間配分に差があ

り，したがって期待される役割と責任も異なるのである。

4．2地方レベルにおけるC　E　Sの構成とその活動

　C　E　S活動の目的は，住民（個人・家族・ビジネス）

が毎日の生活の中で起こる問題，あるいは農業・社会・

環境・経済問題など将来我々の生活に影響を与えるよう

な問題について，自分自身で適切な判断のもとに意思決

定ができるよう実務教育を行うことである。住民に対す

る日常的な活動は，主に郡単位で配置された地方事務所

の専門職貝（Speciaｌist）たちに支えられている。ここで

は，ニューヨーク州の地方事務所の専門職貝組織とその

活動について述べる。

4．2．1　C　E　S地方事務所の構成員

　コーネル大学のC　E　S地方事務所は，ニューヨーク市

内に5か所と57郡全部に1か所ずつ，合計62か所ある

（図4－1）。この組織はLocaｌ Associationと呼ばれ，

そこには，住民に直接対応する専門職員がいる。

　コーネルC　E　Sは，各地方において，まず，理事会を

つくることから指導を行っている。この理事会は郡に対

して特別に関心を持つ人々で構成されている。この人た

ちは，組織の指導者に自分たちの持っている興味や関心

を伝えるとともに，自分白身が組織のスタッフやボラン

ティアとして働けるよう，指導力を身につけるためのト

レーニングを行う。こうして，スタッフやボランティア

は用意されたプログラムに役立つよう各問題分野に振り

分けられ，それぞれの分野におけるプログラムの実施に

携わる一員として働き，指導者に協力するという形で，

地方事務所は運営されている。

　地方事務所の専門職員（Agent）の数は各事務所の規模

により1人から25人まで様々であるが，州全体では425人

に上っている。専門職員の名簿より彼らがカバーしてい

る専門分野を拾い出し，その数を示したのが表4－1で

ある。1人で幾つもの分野をカバーしているケースが多

いため，人数と分野は必ずしも一致していない。職員の

専門分野は，農業関係，青少年の育成に関する分野，生

活科学・家政学関係，栄養分野が中心であり，ほとんど

の事務所には，これらの分野の人が配置されている。こ

のほか，育児や高齢者問題を扱う人間発達関係，資源や
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、用＾＾肚■一、3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11山・・肌115．工．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10μ　l　l　～　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　1　　一ンー…一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一J‘・■5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・い1い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1　㍑朴ノ…8　　　　　　　　　　、祭繁淳祷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、、7　㎜・・冊1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三u工ぢ＾一へ、．11

表4－1　コーネル大学C　E　S郡事務所職員の専門分野　　　　　　　　　　　　13・脇冊π・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、8

　　人背少｛1三幽　プo　卿　竹理概　小柵ビジ　栄　ハo　　家腋その棚㈹簗グ11境舳顯いジ／グc艘o㎜係他　　　　　、翻．、欄・・㎜

l　　　l　l　　1I　　　　　　　　　　　　　　　　　β㎜一1

3　　　　　　　3　　4　　　　　1　　11　　　　1　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4－1　コーネル大学C　E　S郡事務所の専門職員人数
5　　　　　　　　4　　3
6　　　　　　　2　　3
7　　　　　　　　2　　58　　　43　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄物などの環境問題を専門分野とする人が多い。ハウ

9　　　　　　　210　　　33　1　　　　　　　　　　　　　　　　ジング関係の専門職員は425人中13人で比較的少ない。

μ　　　　三呈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門職員は地域の専門家として，プログラムを推進す

ほ　　　　；；　　I1　　　　　　　　　　　　　る。一方，アシスタントは初歩のプログラム教育者とい

＝；　　　；二　　11　　　　　　　　　　　　　　える。エクステンションのプログラムには州全体で7万

言；　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　人以上のボランティアが参加して活動している。地方事

二；　　　14　　1　　　　　　I　　　I　　　務所はこのように多くの人々が関わっているがコーネ

l1　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル大学のC　E　S組織は知的，かつ実際的なバックボーン
22　　　　　　　　　　623　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　としてこれらの活動を支え，活動の質を高めていく役割
24　　　　　　　　　　325　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　を果たしている。
26　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　1
27　　　　　　　　　　2　　　　　　　1　　1
28　　　　　　　9　　　　　1　　　1　　　2　　　1　3
1g　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．3　C　E　Sの活動内容について
30　　　　　　　　　3　　　　　　　　　4　　　　　　　1　　　　1
31　　32　　　　　　1　　　　　　1　　　　　4．3．1全体的にみた活動内容

32　　7　　2　　3　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　23313　34　　　　　13　　　　　　　　　　　　　C　E　Sで行われる教育プログラムは，州のプログラム

34　　3　　2359　33　　　　　　4　2　　　　　　　　　　　委員会が検討し，取り上げるべき問題の意義やそこに盛

36　　3　　1　　1374　2　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り込む研究内容など，プログラムの枠組みを明確にする
38　　7　　4　　2　　　　　　　　　　　　　1　　1396　2　1　　2　　　I　　　　　　　　I　　　責任を持っている。プログラム委貝会には，コーネル大
40　　9　　3　　5　　　　　　　　　　　　　24I．233　　　　　　　　　　　　　　　　　　学の教官，C　E　Sスタッフ，各郡に配置されている地方

二；1；f　I；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務所の専門職員のほか，他組織や産業界における専門

二；；1　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　家，一部のボランティアから構成されている。このプロ

ニ写2二　；、；：　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラム委員会は，プログラム内容を決定するだけでなく，

二；ニニ　：；　　　　　　　　　　　　　　　　　　広く産業界や他組織など各方面への協力，共同関係を広

50M　635　　　　　　　　　　　　　　　　　　げていく責任をも担っている。
51
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1993年に，ニューヨーク州で重点的に取り上げられた
53
51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育プログラムは，次のとおりである。
55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）高齢者問題　2）家族問題…個人と家族の絆を強め
57
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　3）子供や若者の危機　4）収穫と土地の管理
合耐425　129　129　159　31　66　12　95　8　84　13　18　37　19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）日常の産業競争力と収益　6）経済の活力　7）環
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 　　　　　　　　　　　　　　 境の管理と土地利用　8）食糧・食餌・健康問題　9）食

 料の安全性　10）果物市場の競争力と収益　11）健康と

 安全12）住宅と家庭環境13）歴史的産業の展望

 14）野菜市場の振興　15）廃棄物管理　16）水質問題

 4．3，2ハウジング分野における活動内容について

 　コーネル大学のC　E　Sは，ニューヨーク州の人口や社

 会的・経済的な環境の変化に対応して，住民の健全な生

 活を阻害するような問題を優先的に取り上げ，教育プロ

 グラムに結び付けるよう努力している。よりよい住宅に

 住める機会の拡大，省エネルギー，室内空気質の改善，

 住宅取得のしやすさなどが目下の課題であり，以下はそ

 の幾つかの例である。

 1）ホームレスに対する教育

 　ニューヨーク市では数百家族のホームレスを，劣悪な

 居住条件からアパートヘの移住を図った。専門職員は彼

 らが永住できるよう，基礎的な住宅管理やメンテナンス

 の方法を教えている。省エネルギーのための光熱費の節

 約，電気や配管，暖房の基礎的知識とその扱い方，塗装

 の仕方など日常の実際的な技術が中心である。クラスは

 アパート住民を対象に提供されたが，大半は女性で，し

 かも家に残っているのは子供が多く，アパートの管理を

 教えるには若すぎたようである。

 2）ウェスチャー郡における，既存の住宅修理・改築を

 　　促進するプログラム

 　取得できる住宅が不足しているため，既存の住宅修理

 や改築を促進する講習会が開かれた。講習会は教育ビデ

 オや刊行物を通じて，住宅所有者がメンテナンスや代理

 人との契約の仕方を学ぶもので，1年間に約1，OOO人の住

 宅所有者と貸家持主が延べ70回の講習会に出席し，配管

 や電気修理技術，修理点検法などを学んだ。

 3）1991年に衛星ネットワークが開設されて以来，3つ

 の主要な住宅会議が開催された。第1は地域経済の住宅

 および世帯への影響について（1991年6月）。第2は健康

 的な住宅についての消費者教育（1992年，3か月間，ビデ

 オと衛星放送の連携で実施された）。第3は住宅購入者

 への教育プログラム（1993年12月）で，全国放送された。

 　このほか，コーネル大学C　E　Sのハウジング・プログ

 ラムとして取り上げた内容は以下のとおりである。

 （1）　Housing Ｏoptions　for　Seniors　Today（HOST）

 　高齢者の住宅取得を拡大するためにElder　Cottage

 Housing　Opportunity（ECHO　Housing）と呼ばれてい

 る土地規制の改革により，老親は子供世帯の敷地に一時

 的に住宅を建てて住むことができる。こうした改革内容

 の普及など。

 （2）Educating　Consumers　about　Healthy　Homes

 　1993年に健康的な住宅について消費者教育が始まった。

 教育内容は，室内空気の汚染と水質を維持するための汚

 染物質のテストと，水源のコントロールなど。

 （3）　Energy　Efficiency：Can　you　afford　to　lose　P

 　エネルギー省の助成金を得て，住宅用エネルギーの総

 量調査を行い，住宅の省エネ情報を流すことを目的とし

 ている。まず，10州をモアル対象として教育プログラム

 が実施されたが，まもなく全国に適用される予定である。

 （4）Building　a　Home　Buyer’s　Educational Program

 　住宅購入者用の教育プログラムを作る。

 （5）Implementing　a　Home　Buyer’s　Educational　Program

 　1993年10月，住宅購入者用の教育プログラムが，4時

 間の衛星放送により48州とコロンビア・プエリトリコに

 流された。この放送の目的は，便利なガイドブックの利

 用を促進するために，公的・私的な組織の協力者をサポ

 ートすることであった。

 写真4－1　トンプキン郡のC　E　S事務所1

 写真4－2　トンプキン郡のC　E　S事務所2

 　なお，コーネル大学C　E　Sでは，健康的な住宅の展示

 と研究プロジェクトを発展させるために，ニューヨーク

 州の他大学と自宅を建設する人とで共同研究を行ってい

 る。その内容は，以下のとおりである。

 （1）悪い室内空気質の原因を調べるため，専門家が消費

 　　者に点検法を教育すること
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  （2）健康的な住宅建設のための材料やデザインなど，資

  　　材選択に関する消費者教育を行う

  （3）専門家や消費者が訪れて，環境や健康的な住宅建設

  　　ができるような展示施設の準備をする

  （4）研究者による室内空気質の影響因子についての研究

  　　を促進する

  （5）学生の演習用基礎実習のため大学に協力する

  （6）公立学校と協力して，先生と生徒が室内空気やエネ

  　　ルギー効呆，健康的な住宅について学習するための

  　　資料を準備する

  （7）住宅の技術革新が健康な生活に及ぽす影響について，

  　　研究チームの共同研究者である公益事裳会社に基本

  　　計画を提案する。

  　ハウジングの教育プログラムのもう1つのテーマは，

  住宅カウンセラーの講習会である。エクステンションス

  タッフや低所得世帯を援助している地方の非営利団体が，

  アフォーダブル・ハウジングのカウンセリングができる

  ようにするためである。

  5．アイオワ州立夫学におけるC　E　S活動（事例2）

  アイオワ州立大学における，生活科学部メンバーの専

  門分野は，それぞれハウジング（1人），家庭管理（2

  人），人間発達（2人），高齢者問題（1人）である。1992

  年度のC　E　S活動実態は，表5－1に示すとおりである。

  健康管理，虐待防止のためのコミュニティ活動，廃棄物

  管理，保育，親に対する教育，青少年の発達，高齢者，

  家計管理，市民権のほか，特別助成金プログラムの10分

  野にわたっている。その具体的な活動実績として，出版

  物の企画と発行，ビデオ・スライドの作成と供給，新聞・

  TV・ラジオなどのマスメディアを使用した情報の伝達，

  各種講座の開講，カウンセリングがあり，その一部は助

  成金を受けて活動を行っている。実際の活動は外部の公

  的・私的組織との協力関係のもとに進められている。

  　これらの活動のうちHousing　Speciaｌistが担当して

  いる問題は，

  ●廃棄物の問題では，家庭のごみ処理の解決方法として，

  　適切なごみ処理器を選び，家庭でリサイクル用スペー

  　スを設ける提案を行っている。

  ●保育の分野では，家庭で託児所を開設する人を対象に，

  　スペースや環境を改善するためのスライドの作成，現
  　　　　　　　  　場相談などの啓蒙を行っている。

  ●高齢者問題では，高齢者および身体障害者が自宅で生

  表5－1   アイオワ州立大学におけるCooperative　Extention　Serviceの活動（1992年度）

  分　野   出版物　　ビτオ’　　　　　　　スフイド  新聞一w・ラジオ  講　座   他組織との提携   その他

  Hea肚hca爬
  パンフレットと視聴覚のセット（指導者用）

  4固   3回（l06人参加）  0mceofRura1Hea1thlowa胱pt．ofHeal1h

  CommmilyActi㎝forAboseP肥ven－ion  冊c－Shee〕16〕ニュースレター指j導者ガイド  新聞・ラジオ  5回とミニレッスン  Family　Rese町ch　Center   州全体的なテレカンフアレンス2＄2，800，000助成

  SolidWasteMa㎜gem㎝1  冊c1Sh6et
  ビデオ2スライドセット

  P㎜mti㎎   チラシ2指導者ガイド4
  7週問シリーズ3週問シリーズその他で計6回｛82人参加）

  ChildC町e   出版物1資料1  スライドセットピデオ
  視聴者参加番組

  3日問トレーニング講座トレーニング　　　　3レベル（172人参加）

  You沽胱velopment
  ブロジエクトガイド1指導者ガイド1

  Sta－eYouth＆4－H　Staff

  Agi㎎
  指導者ガイド2ニュースレター1出版物2

  ビデオ
  講座12トレーニング1490人参加〕

  Mid－AmenconC㎝gressDepしof日derorAff㎞rsCo正eF刮cal　Poin一ノCoHocation　Ploming　CommitteeAreaAgencyAlzheimer’s　Associa－ion
  ネットワークの形成個人相談13

  FinallcialMamgem㎝一
  資料・学習ガイド冊c－sheet4出版物の選択

  ビデオ  ラジオ
  7週問セミナー講座など計25回（463人参加）

  カウンセリング157

  Speci創Gr舳Program   EasterSea1Socielyonowa

  HDFSCivilRightRepon  資料   講座
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 　活できるよう，住宅の選択や改築への情報提供のため

 　の講座を開くとともに，技術的支援のために企業，消

 　費者に対して働き掛けを行っている。

 ●家計管理では，初めて住宅を買う人のために，一連の

 　講座を開催し，経済的な問題と法律に関する情報を提

 　供している。

 ●農務省から特別助成金を受けたプログラムは，「障害者

 　のための農家改善および展示場開催」である。地域の

 　フェアが開催される時期に，イベント会場で障害者の

 　生活を支援する機器類や住宅改造例が展示され，そこ

 　で健康管理専門家によるトレーニングや，住宅改造に

 　関して専門家による相談も受け付けている。

 ●市民権については，特に，低所得者・障害者・マイノ

 　リティ・若い親たちなどに対する杜会的サービスや情

 　報が，広く行き渡るよう教育方法の開発を目指したも

 　のである。

 　以上，アイオワ州立大学C　E　Sの活動で注目されるの

 は，生活問題について，多くの専門分野の人々や他の組

 織との連携によって，問題解決の効果を上げており，コ

 ーディネーターとしての役割が大きいことである。また，

 教育や情報を提供する対象は，地域住民だけでなく，企

 業や地方行政に携わる人に対しても同様に行われている

 点が特徴といえる。

 6．C　E　Sが提供する住情報の分析

 　先にみたように，C　E　Sでは活動の一環として，大学

 の研究成果を分かりやすく実生活に応用できる教材や情

 報として各種出版物を刊行し，住民に提供している。こ

 こでは，50大学から得られた刊行物リストに基づいて，

 提供されている情報の種類と内容を分類・整理すること

 により住情報に関する基礎資料を作成し，その傾向をみ

 る。

 6．1州立夫学C　E　S刊行物の出版元とその種類

 　CESは全国的な教育ネットワークとして機能してい

 るため，各州立大学で入手できる刊行物の出版元はかな

 り多様である。たとえば，表6－1に示すように，アラ

 スカ大学CESの刊行物の種類は，アラスカ大学で独自

 に刊行されたもの以外に，農務省・政府印刷局・州の刊

 行物，幾つかの州のC　E　Sの共同刊行物から一部企業の
 　　　　　　　　　　 刊行物（他の大学では稀である）まで含まれている。ま

 た，ミネソタ大学の例（表6－2）で分かるように，た

 とえば，オーディオテープ・16ミリフィルム・展示物・

 O　H　P・スライド・ビデオ・コンピューターソフト・パ

 ンフレット・教材セットなど，視聴覚資料の種類や刊行

 物の形態は多岐にわたっている。

 　　　　表6－1　入手できる刊行物の出版元
 　　　　　　　　（アラスカ大学C　E　Sの場合）

 　＊Alaska　Cooperative　Extension　Service

 　＊Alaska　Cooperative　Extension　Service　Booklet

 　＊Alaska　Cooperative　Extension　Service　Circular

 　＊Alaska　Cooperative　Extension　Service　Guide

 　＊Alaska　Cooperative　Extension　Service　Handbook

 　＊AlaskaCES　Miscellaneous Publicati㎝

 ＊Agricultual Infornarion,SDA

 　＊AgricultualFact Sheet，USDA

 　＊Agricultua Handbook，USDA

 　＊Building　Plans　and　Descriptive　Sheets

 　＊Channing　L．Bete　Co.,Inc、

 　＊Experiment　Station　University　of　Alaska　Farbanks

 ＊FamersBulletin，USDA

 　＊Federal Extension　Service，USDA

 　＊Governmentprnting　Offce

 　＊Home＆Garden，USDA

 　＊Leaflet，USDA

 　＊Miscellaneous Publications by country

 　＊Miscellaneous　Publications　by　state

 　＊Midwest　Plan　Service

 　＊Northern Central　Region　Extension　Publicadons

 　＊Northern　Region　Agricultural　Engineering　Sewice

 　＊Pacific　N0rthwest　Extension　Publications

 　＊Progmm　Aids，USDA

 　＊Rural Civil Defense

 　＊United　States　Department　of　Energy

 ＊Westem　Regi㎝al　Ag．E㎎ineehng Sewice

 ＊Westem　Regional Extension Publicati㎝s

 　　表6－2　ミネソタ大学における刊行物の種類

 PubI．Ca1．0nS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾ud．0wiSua1S．．
 BU　　；　　bul16tin　　　　　　　　　　　　　　　　AT＝　　audio　tape
 ED　＝　publication　educati◎nal　　　　FM　，　16mm　flm
 　　　　package　　　　　　　　　　　　EX三　　Exhibits
 FO　＝　　folder　　　　　　　　　　　　　　MS　＝　Misc611aneous　audiovisual
 FS　＝　　fact　sheet　　　　　　　　　　　　OT　＝　ov6rhead　transparencies
 MR　！　Minn6sota　r6po市　　　　　　　SS　＝　slid6set
 Pc　　；　　Publication　col16dion　　　　　　vc　三　3／41．vid60cassehe
 RR　　＝　　r6search　regional　bul16tin　　　　VD　＝　video　disc
 SB　　宮　　station　bul18tin　　　　　　　　　　VH　＝　VHS　Cass6廿e
 T8　＝　　t6chnical　bu116tin　　　　　　　　VQ　＝　vid60quad
 Ml　＝　nriscellan60uS

 COmpu－or　S0¶war0　　　　　　　　　　　　　　　一≡duca1．0nal　Packag68
 CS　；　comp㎝6r　so行war6　　　　　　　　EP　＝　6ducational　packag6s

 6．2全分野別にみた刊行物の数量的分析

 　各州立大学C　E　Sで入手できる刊行物のリストから，

 その分野を次のように13種類の項目別に分類した。

 1）農林・水産1農業・畜産・林業・水産技術，飼料・
 　　　　　　　　　　 　　肥料・経済問題・潅概・病害虫・市場分析・農具・

 　　農業用建築物など農業経営をサポートし，その振興

 　　を援助するものなど，内容はあらゆる分野にわたっ

 　　ている

 2）被服・衣料：衣類の制作法，繊維の種類による手入

 　　れ法，防寒用衣類など
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3）家族関係・人間発達：育児に関するものでは親の役

　　割，家族とのコミュニケー一ション，退職後の準備，

　　高齢者の生活問題，ストレスなど

4）食物・栄養：食物の安全性，食事・栄養の取り方，

　　献立，調理器具の選択・手入れ，食品に含まれる成

　　分，保存法など

5）家計管理：経済的問題・貯蓄・資産形成・クレジッ

　　ト・退職後の生活設計など

6）住居：Housing，HomeFumishings，Interior

　　Design，Household　Equipment，Home　Landscaping，

　　Home　Management＆Repair，HoｍeMaintｅnance

　　＆Improvement，Homeｎest＆Pｅlst　Management

　　など

7）消費者教育：コンピューター，言吾学など個人的能

　　力・技能の訓練とキャリアアップなど

8）コミュニティ：公共政策・地域ビジネス・経済の振

　　興など

9）環境：水質・廃棄物・エネルギー・化学物質の汚染・

　　自然環境保護など

10）リーダーシッブ：4Hクラブ，コミュニティ，青少

　　年のリーダーシップ教育，ボランティアヘのトレー

　　ニングなど

11）園芸：目的にそった植栽・種類別手入れ法・害虫・

　　道具など

12）健康・安全：スポーツ・フィットネス・健康管理など

13）その他1レクリエーション・旅行・趣味など

　これらの項目にしたがって50大学のC　E　S刊行物の分

類を試みた（表6－3－1，2）。このうち，フロリダ大学，カ

表6一一3－1 各州立大学C　E　Sにおける分野別刊行物の数（1）

鰹林　　被服　　家族　　食物　　家計
水産　　　　　関係　　栄養　　理

住居消費者］ミュニ環境リーダー園芸他駁他合計
育　　テー　　　　　シフプ　　　　安全

］　1」of　＾las■｛a　　　　　　　　　　　　　191
　　　　　　　　　365
3　　＾］abama＾＆一　U　　　　　　　　　　　　　　　668
　　　　　　　　　柵．6
5Uof＾rkans日s　　　　　374
　　　　　　　　　42．7
8uof＾riz㎝a　　　　　151
　　　　　　　　　62，7
9　u　of　CaLi　forn　ja　　　　　　　　　　　　489
　＿　　　　　　　　＿＿坦9・亘．＿＿
10Col　orado　S　tat巴　　1」
111」　of　Connecticut
15Uof円o口da

17u　of　Ceor芭ia
19u　of　Cua皿

20uofl1舳aii

211o”a　St齪te　U
22uofldaho

25H…Insas　State　u
27uofK㎝tucky

29Louisiona　State　1』

30Uof脆ss日chusetts

31u　of　凹日rソland
32Uof’nryland－
　　Eastern　Shore
331」of　－aine
1　■3“jchj9齪nStateu

35U　of　凹innosota

36Uof□issouri

37Lincoln　u
38HississipPiStoteU

　　　　　　■　■

32　　33
6．1　　6．3
50　　291
3，5　20．3
76　　79
8，7　　9，O
10　　　7
4．1　2．9
4　　26

0，6　　3．7
　　550　　　　　　　5　　　90
　45．9　　　　0．4　7．5
　468　　　　　78　　76
　44．0　　　　　　　7．3　　7．1
　　119　　　　　　0　　0
　100，0　　　　0．O　O．O
　　097　　　　　　5　　43
　67，7　　　　0．9　7．ヨ
　　63　　　　　　11　　12
　36．4　　　　　　　　　　6．4　　　　6．9
　　311　　　　　　6　　　9
　68．7　　　　1，3　2，O
　l．059　　　　　　　　　12！　　　　94
　51，5　　　　5．9　4．6
　1．063　　　　31　　39
　72．0　　　　2．1　2．6
　　679　　　　　　57　　55
　64．9　　　　5．4　5．3
　　5田9　　　　　　26　　61
　型j＿＿一rム　6・4
　　360　　11　　43　　41
　49．2　15　5．9　5．6
　　15　　　0　　3　　　0
　35．7　0．0　7，／　14．3
　　1柵　　　0　　69　　76
　26，O　O，O　12．O　13．3
　　三49　　0　　69　　76
　260　00　12，0　13．ヨ
　　柵5　　一　　仙　　67
I．＿．盟｛．＿」」＿五0一＿且土
　1．218　　19　　80　151
　60　0　　　　0．9　　　　3．9　　　　7．4
　　481　　24　178　310
　18．4　0．9　6，8　11．8
　　545　　　　30　　　　66　　　　82
　39．0　2，1　4．7　5．9
　　41　　0　　18　　24
　28．1　0．O　12，3　16．4
　　733　　41　61　65
　6」j、＿、量■＿j」2　5・5

　0
0．0
51
3．6
55
6．3
24

10，0
　0
0．O

134
25．6
58
4．0
55
6，3
　6
2，5
　0
0．0

12
1．O
18
1，70
0，05
0，9
0．6

96
8．0m7
10，1
　0
0．0
13
2，2
　1
0．6

20
4．4
44
2．1
13
0．9
56
5．3
41
4．3

6
1．3
105
5．1
仙
2．7
40
3．8
77
8．1

0　　39
0．0　　7．4
32　　19
2．2　　1．3
0　　47

0．0　　5．4
5　　　2

2．1　0．8
7　　41

1．0　　5．8
5　　　23

0．4　　1．9
26　　　0
2．4　　0．0
0　　0

0．0　　0．0
0　　　5

0．O　　O．9
12　　23
6，9　13．3
12　　15
2，6　　3．3
31　　83
1．5　　4．0
11　　44
0．7　　3．O
O　　17

0．0　　1．6
27　　　0
2・8＿．u

0　　3
0．o　o．6
10　60
0，7　4．2
10　　0
1．1　0．0
0　　0

0，0　0．0
64　　0
9．1　0．O
265　　1
22．1　0．1
120　　0
11．3　0．0
　0　　0
0．0　0．0
　13　　0
2．2　0．0
　4　　12
一ム3　6・9

61
11，6
　5
0．3
93

10．6
26

10．8
73

1口・4

14　　2
3．1　o．4
］07　　10
5－2　0．5
20　　0
］．4　0．0
37　　0
3．5　0．O
0　　9

0．0　0，9

93
7．8m0
9，4
　0
0．0
96

16，4
　3
1．7
35
7．7
104
5．1
136
9，28
0，80
0．0

0　12　　524
0．0　2．3　100．0
39　　105　　1．435
2．7　7．3　100
20　34　　875
2．3　　3．9　　100．0
6　　0　　241

2．5　0．O　100．O
0　　0　　704

0．O　　O．O　　100．0
5　　6　1．198

0．4　0．5　100．0
25　01．063
2．4　0．O　l00．0
0　　0　　119

0．0　　0．0　　100．O
0　　0　　586

0．0　0．0　100．0
2　24　　173

1，2　13．9　100．0
9　　5　　453

2．0　1．1　100．0
61　1152．057
3．0　　5．6　　100．0
1　　5　1、〃7

0．1　0．3　100．0
31　　　0　　1．047
3．0　0．O　1OO．0
76　11　　956
7．9　1．2　m0．O

O．14
9．5
39
6．8
39
6，80
0．0

59
8，14
9．5
29
5．1
29
5．1
36
4．5

29
1．487
3．3
70
5．0
12
8．2
32
2．7

77
3．8
46
1．8
77
5，54
2．7
92
7．8

15　　　0　　132
2．1　0，0　18．1
1　　　0　　　8

2．4　0．O　19．0
40　　65　　98
7，0　11，3　17．1
40　　65　　98
7．O　H．3　17．1
1　　42　　29

0．1　　　　5．3　　　　3．60
0．0
51
1．9
48
3．4
11
7．5
12
1．0

52　　89
2．6　　4．4
345　　410
13，2　15．7
80　　159
5．7　1L4
　3　　　0
2．1　　0．0
27　　54
2・1＿ユ．6

3
0，40
0，08
1，48
1，42
0．3

54
7，4
　0
0．O
　o
o．0
　0
0．0
85

10．7
56　　87
2．8　　4．3
44　　592
1，7　22．6
4　　106

0．3　　7．6
0　　27

0．O　18．5
16　　51
1．4　　4．3

9
一．20
0．oo
O．O0
0．0
24
3．O
24
1．2
21
0．8
13
0，92
1，40
0．0

3　　731
0．4　100．0
1　　42

2．4　100．O
0　　573

0．O　100．0
0　　573

0．O　100．0
4　　796

0．5　100．0
147　2．029
7．2　100．0
29　2．618
1．1　　100．O
l19　1．399
8．5　100．0
4　　146

2．7　　100，0
0　1．184

0．0100．0
イ0Hontnnn　St齪te　U　　　　　　　　　508　　　　19　　　　4ユ
　　　　　　　　　484　1，8　3．9
イ2Nnrth　Corolino　Stote　　　　　　360　　　　38　　　　102
　　　　　　　　　48，2　5．l　13，7
43North　l〕三I1｛ota　State　U　　　　　　817　　　　46　　　　2I
　　　　　　　　　77－4　4．l1　2，0
44U　of　Nebrasl｛a－Lincoユn　　　　　　825　　　　　38　　　　3・i
　　　　　　　　　68．3　3．1　2，8
45UofNe”lla叩shjre　　　356　44　81
　　　　　　　　　31，8　3．9　7．2

54
5．1
45
6．0
74
7．0
54
4．5259
23．／

0
0．0
52
7．0
24
2．3
45
3．7
31
2．8

76
7．2
66
8．8
23
22
35
2．9
58
5．2

85　　28
8，1　　2．7
0　　　5

0．O　　O．7
0　　23

0．0　　2．2
12　　　7
1．O　　O．6
0　　180

0．O　16．1
47旧utgersU　　　　　　426　20
　　　　　　　　　52．7　　2，5
48Ne刊　uexico　State　1」　　　　　　　　265　　　　　40
　　　　　　　　　43．2　　6，5
49山　of　Nevada　　　　　　　　　　　　　　2－18　　　　　0
　　　　　　　　　55，2　　0，0
50Cornel　l　U　　　　　　　　　　　　　　　　534　　　　　5
　　　　　　　　　州一9　　0．4
510hjo　State　山　　　　　　　　　　　　　723　　　　54
　　　　　　　　　54，0　　4．O

32　　88
4，0　10．9
33　　22
5．4　　3．6
52　　31

11．6　　6．9
85　　53
7．1　　4．5
60　　68
4．5　　5．1

33
4．1
33
5．4
20
4，50
0．0
41
3．1

34
4．2
“
7，2
　5
1．1
130
10．9
72
5．4

3　　　I
0．4　　0．1
21　　34
3．4　　5．5
4　　　1

0．9　　0．2
79　　　7
6．6　　0．6
41　　47
3．1　　3．5

138
13．1
32
4．3
20
1．9
57
4．7
69
6．2

0　　35
0，0　　3．3
0　　47

0，0　　6．3
0　　　0

0．O　　O．0
0　　63

0．0　　5．2
14　　　0
1．3　　0．O

45　21
4．3　2．O
o　　o

O．O　O．O
0　　8

0．0　0．8
34　　4
2．8　0．3
25　　3
2．2　0．3

1．050
100．0
747

－OO．O
一．056
100．0
1．208
100．O
l，120
100．O

144　　4
17，8　0．5
　0　　0
0．0　0．0
43　39
9．6　8．7
185　69
15．6　5．8
1：15　20
9，3　1，5

　o
O．O
109
17，8
　0
0．0
23
1．9
52
3．9

8
1．Oo
O．04
0．9
12
1．0
32
2．4

15
1．9
13
2，12
0，47
0，65
0．4

808
100．06M
loo．0
449

］00．0
一．189
100．0
1．340
100．0
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表6－3－2 各州立大学C　E　Sにおける分野別刊行物の数（2）

農林　被服　　家族　　食物　家計
水産　関係栄養理

住居　　消讐者］ミュニ
　　育　テ1

520I｛三aho皿a　State　山

53La㎎st㎝U

540rcgon　S1－ate　1

57U　of　Hhodo　l　s1齪nd

58C工c皿son　　u

733
68．2
　19
100．0
268
66．2
　77
75．5
　49
14．8

16
1，50
0．0
10
2，50
0，03
0．9

78
7，30
0，00
0，00
0．0
10
3．O

49
4，60
0．0
19
4，74
3，91
0．3

27
2I50
0．0
24
5，90
0，03
0．9

24
2，2
　0
0．0
10
2，5
　5
4．9
245
73．8

o
O．Oo
O．05
1，20
0，02
0．6

18
1，70
0，03
0，70
0，03
0．9

環境リーダー園芸値疲他合計
　　シフフ’　　　安全

18
1，7
　0
0．0
14
3．5
13

12，7
　9
2．7

4
0，40
0．oo
O．00
0．O0
0．0

108
10．O
　0
0．0
23
5，7
　0
0．0

0．3

0
0，00
0，03
0，70
0，01
0．3

○　工．075
0．0　100．O
o　　19

0．0　100．0
26　　405
6．4　100．0
3　　102

2．9　100．0
5　　332

1I5　100．O
60Sou　th　D＾koto　Sta　te　u
62U　of　Tennessec

66Uユah　St齪te　U

67V「担I　Stote1

691」　of　Vj　rgjn　l　s］ands

421
60．6
642
69．3
i78
50．6
881
46．6
54

90．O

47
6．8
22
2．4
17
4．8
47
2，50
0．0

61
8．8
76
8．2
19
5．4
110
5，80
0．O

37
5．3
28
3．0
38

10．8
299
15，8
　3
5．O

0
0．0
81
8．7
20
5．7
16
0，80
0．O

54
7．8
72
7．8
32
9．1
47
2，50
0．O

o
O．00
0，08
2．3
66
3，50
0．O

11
1，60
0，07
2．0
30
1，60
0．O

22　　9　　24
3－2　1．3　3．5
0　　0　　　0

0．0　0．0　0．0
11　　2　　　7
3．1　0．6　2．0
18　332　　　0
1．O17．6　0．0
3　　0　　　0

5．0　0．O　O．0

9　　0　　695
1．3　0．0　100．O
0　　6　　927

0．O　O．6　100．0
6　　7　　352

1．7　2．0　100．0
44　0　1．890
2．3　0．O　iOO．O
0　　0　　60

0．O　O．O　lOO．O
701」of　Vcrmont　　　　　　　　　　　　314　　　　　9
　　　　　　　　　48．2　　1．4
7川1shingtonState　U　　　868　　0
　　　　　　　　　65．1　　0，0
72u　of　lisconsjn－uadison　　　　571　　　　2
　　　　　　　　　“．7　　0，2
73刊cs〕irginia　u　　　　　O　　O
　　　　　　　　　O．0　　0．0
7・川o川y㎝i㎎　　　　　546　33
　　　　　　　　　74．1　　4．5

合計　21．990　1，176
％　　51．3　2．7

18
2．8
70
5．2
61
4．8
80

17．4
26
3．5

30
4．6
76
5．7
1工1
8．7
127
27．7
45
6．1

l1
1．7
85
6．4
68
5．3
36
7，87
0．9

38
5．8
45
3．4
51
4．0
54

11，8
　3
0．4

2
0，37
0．5
33
2，68
1．7
31
4．2

25
3．8
51
3．8
31
2．4
15
3．3
26
3．5

34　　1　　169　　　0
5．2　0，2　25．9　0，O
　0　　0　　124　　　0
0．0　0．0　9．3　0．0
122　0　222　　0
9．6　0，0　17．4　0．0
90　34　　　0　　　0

19．6　7．4　0．0　0．0
　0　　0　　20　　　0
0．O　O．0　　2．7　　0．O

1　　652
0．2　100，0
8　1．334

0．6　100，0
5　1．277

0．4　100．0
15　　459
3．3　100．O
0　　737

0．0　100．0
2．2893．428　1．3102．414
5．3　8．0　3．1　5．6

794　1．590
1．9　　3．7

2．908　7662．862　591　77842．896
6．8　　1．8　　6．7　　　1．4　　1．8　100，O

視聴覚刊行物
膣林　　被服　　家族　　食物　　家計
水産　　　　　閥係　栄養　　理

住居消費者］ミュニ環境11一ダー図芸他戚他合計
　　育　　テ｛　　　　　シフフ．　　　　安全

1uof＾1日ska　　　　　　58

10Colorodo　State　　l」　　　　　　　　　　　7
　　　　　　　　S・8
15UofFlorido　　　　　　45
　　　　　　　　S・69
191」　of　Cua皿　　　　　　　　　　　　丁二72　　T＝9

351」　of　’jnnesota　　　　　　　　　　　　772

　　　　22
　　　　0
　　　S・2
　　　　0

T・4　　T二36
5　　150　　84

S・12

T・27
22

0　　6　　　0

0　　　0　　　0

0　　　0　　　0
0　　　0T二34

118　　　　48　　　　217

3　　　　　0　　121

0　　　　　　0　　　7
　　　　　S・22
0　　　　　0　　45

　　　　　S・69
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リフォルニア大学の刊行物は，ほぼ農業分野に限られて

おり，逆に，ウエストバージニア大学では農業以外の刊

行物のみのリストとなっている。

　今回の分析対象総計は42，896件。これ以外に視聴覚資

料もある。表中に示すように，特に，ミネソタ大学，リ

ンカーン大学における視聴覚資料数は相当多い。視聴覚

資料は刊行物のリストと別になっている大学も多いと思

われるが，それらは今回の分析対象には含まれていない。

最も刊行物が多かったのはミネソタ大学で2，618件，視聴

覚資料も含めると約4，300件に上っている。次いでアイオ

ワ州立大学，ミシガン州立大学も2，OOO件を超えている。

　刊行物の総数を分野別にみると，農林・水産がほぼ半

数を占めている。次いで，食物・栄養，環境，園芸，住

居と続いて多い。大学別にその傾向をみると，ほぽどの

大学も1位は農林・水産が占めている。2位に挙がって

いる分野は大学によってかなり異なっており，園芸が16

大学，環境12大学，食物・栄養7大学であった。したが

って，食物・栄養はどの大学でも，ある程度の刊行数が

保たれているが，園芸や環境分野の刊行物は大学によっ

て重点のおき方が違っていることが分かる。

　なお，ハウジング分野の刊行が2位に挙がっている大

学は，クレムソン大学・コネチカット大学・アラスカ大

学・ミシガン州立大学・ケンタッキー大学・ユタ州立大

学の6大学であった。このほか，比較的ハウジング分野

の刊行物が多いのは，コロラド州立大学・アイオワ州立

大学・ミシシッピ州立大学・コーネル大学である。これ

らの大学では，ハウジング・環境分野のスペシャリスト

が充実している傾向が認められる（表2－1）。
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6．3住情報の分類について

　アメリカのC　E　Sが発行しているパンフレット・ビデ

オ等の資料の中で住情報に関するものを，主してその

タイトルに基つ“いて内容の分類を行った。

　それに先立って，住情報の分類法を検討し，表6－4

に示すように，A．住生活・住み方，B．住居管理，C．

住宅経済，D．住居計画，E．環境，F．設備，G．構

造・材料・施工，H．その他，の8項目に分類すること

とした。

6．4住情報分野における刊行物の数量的分析とその

　　特徴

　C　E　Sが発行している刊行物の中で，作情報に関する

全資料数は2，324件であった。これを表6－4の項目別に

分類し，それぞれの割合を求めたものを図6－1に示す。

　A－Hの8項目では，B．住居管理（128．0％）が最も多

く，次いで，D．住居計画（20．3％），E、環境（18．9

％），F．設備（12．4％），G．構造・材料・施工（7．8

％），C．住宅経済（6．2％），A。主生活・住み方（5．2

％），H．その他（1．2％）の順に続いている。

　さらに，A－Hの項目について細かくみると，

　A．住生活・住み方では，「高齢者」に関するものが30．6

表6－4　住情報の分類

％と最も多く，高齢者に適した住まいの工夫と選択につ

いて具体的に説明されている。次いて多い「住宅の選択」

20．7％では，家族構成に適した住宅の選択の仕方を，住

宅図而とともに説明している。また，アメリカの特徴的

な住宅であるモービルホームに関する刊行物も比較的多

い。
　B．住腸管理では「修繕」の占める割合が30．0％と最

も多く，次いで「そうじ・家事」28．6％が多いことが分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かる。「修繕」の中には壁穴の修理やすき間の塞ぎ方など

の日常の維持管理，Do It Yourself（DIY），ペンキ塗

りなどの方法を，図を交えながら具体的に分かりやすく

説明したものが多くみられた。また，「そうじ・家事」や

「家庭用品・器呉」などの選択，手入れ，「虫害・かび類

の害」についても，その内容はごく日常の住居管理の方

法について具体的に説明されたものである。

　C．住宅糸杢済では，「住宅の売買・契約」に関する項目

の占める割含が33．3％と最も多い。住宅の売買・契約に

関しては，その内容の多くは中古住宅に関するもので，

加えて，「検査」，「金融・ローン」などの項目から，アメ

リカの中古住宅市場の活発さを読み取ることができる。

全項目（A～H）
　＾住生活一．住み方（5・2〕C住宅経測6．2〕　　　E■境　　G旧造・材料・施工

　　　　8佳居讐理　　　　D住居計画　　　　　　　F設伽　　Hその他（1・2〕

　障箸者（74〕高齢者　　生活様式モービルホーム　住宅の選択

8住居讐理　　増改築／4，6’家庭用晶・器具などの選択・手入れ　　大工’具など｛3．4〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／O，5〕
虫害・かび類の害　　　修繕　　　　　　　　　そうじ・家事

C住宅経済　　　　　　　　　金融・ローン　　　　　　　　　そひ）他

　　9．O　……………………｛33．3〕　　　　　　　（12，5〕　　　｛9．O　　　　　｛25．O〕　　　　（8．3
　　検査　　作宅の売貫　契約　　　地価2．8　家賃・光熱費
　　　　　　　　　　　　建築費
D住居計画　　　　　　　　　　　　　　エクステリア　　　色彩計画13，4〕

　　　14．2　一乖韮　　　　　閉．5j　　　l12．5〕　　l1－i1郵その他

　　全体計固　客室畜十繭　　　インテリア　　　　莱園　住宅の安全性
　　　　　　　　　　　　　　　10．8〕
E環幻　　　　　　・・保温・断熱　　　　太　熱利用　水質

　　13・4　………≡1三7．Oj…………一　　い5．7〕　い1・6〕　（13・2）．7．5　その他
　空気汚染・換気　　　　　　　　湿気・結露　照明騒音　ごみ処理
　　　　　　　　　　　　　　｛O，7i　＝0．2〕
F設術　　冷暖房　空調設備　　衛生設備　　　昭明設倣171燃料

　　　　1………川．9）　≡≡（ll．8〕18．7〕　／17．O〕　　ll．8歓8，O〕その他

　電気設傲69i　　　給排水設備　　　　家事設備　防災設備
　　　　　　　　　　給湯設備
　　　　　　　　　　　（1，7〕G椚造・材料・施］二

　　9．3　　　　　　　　　　｛45．6〕　　　　　　　　　　　　｛209〕　　　　　　　＝24．2〕　　　　　→
　佳宅の構造　　　材料・各．部部品　　　　施工　　耐久・耐候性

Hその他　　　　　　　　　　情報　　　　　　　　　　　教育　居住権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／7．1〕

A　住生活・住み方　　　　　　E　珊境
1）竈害者　　　　　　　　　　　　1）蜜気汚染’漠気
2）高一台者　　　　　　　　　　　　　　　　（垣．イヒ掌螂晶など）
3）生活様式　　　　　　　　　　　2）省エネ・保温・断熟
4）コミュニティ　　　　　　　　　3）湿気・繕驚
5）モービルホーム　　　　　　　　4）太陽狼利用
6）その他の住宅のタイプ　　　　　　　（目照・日肘一一ソーラー設伽を含む）
7）住宅の邊択　　　　　　　　　　　5）照明　（人工光・採光）
8）その他　　　　　　　　　　　　6）喀音

　　　　　　　　　　　7）水質
B　住居行理　　　　　　　　　　　8）ごみ処理
1）虫害・かび類の害　　　　　　　9）その他
2）増改簗
3）修繕　　　　　　　　　F　股循

　　（O物の篶待讐理・D1Y・　　　　1）尾気設備
　　　　　ペンキ艘りを含む）　　2）冷匿房・空調設傭
4）家庭用品・器臭の還択・手入れ　　3）給排水設備
5）そうじ’家箏　　　　　　　　　4）給湯設傭
6）犬工道具など　　　　　　　　　5）衝生設備
7）その他（＾・以の害を含む）　　　　　（浄化椚・トイ1ノ・バス・

　　　　　　　　　　　　　　　　　・ン十ワーなど）
C住宅握済　　　　　6）家事設備
1）検査　　　　　　　　　　　　　　　　（ユーティリティ・
2）住宅の売貝・契約　　　　　　　　　　カウンター一トップを含む）

　（チェックリスト1法律）　　　　　　7）照明設備
3）金口・ローン　　　　　　　　　8）防災設備
4）地価　　　　　　　　　　　　　9）燃料（箏・石巌など）
5）建簑臼　　　　　　　　　　　　10）その他（風カ・煙突）
6）家賃・光泌賞などの住居費　（保饒を含む）　　　　　　　G　む遣・材料・施工
7）その他（減税措口）　　　　　　　1）住宅の榊造

　　　　　　　　　　　2）材料・各部部■晃（窓’ドアなど）
D　佳居計画　　　　　　　　　　　3）施工（外齪・仕上げ）
1）全体計画（デザインを含む）　　　4）耐久．耐候
2）各室計画（収納を含む）　　　　　　　（劣化・暑風・防水・防■）
3）インテリァ　　　　　　　　　　　5）その他

　　（η・ζ具・カーテン・し血うたんなとi
4）エクステリア　　　　　　　　H　その他

　　（箏・テラス・造□を含む）　　　　　1）情報
5）菜園・室内植物　　　　　　　　　2）法律
6）近腔計画・都市計函・　　　　　3）教．育

　　ランドスケーブ（住区’加設など）　4）眉住槍
7）色彩計画
8）住宅の安全性
9）その他（インテリア小吻蟹など）

O，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．O％

図6－1　ハウジング分野における刊行物の数
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 　D．住居計画では，「インテリア」の占める割合が35．5

 ％で最も多く，次いで，「各室計画」が18．5％と多い。こ

 れらの内容はいずれも，ごく日常の室内装備の方法につ

 いて図を交えながら具体的に分かりやすく説明されたも

 のがほとんどで，「インテリア」の中では室内装備品とし

 ての家具・じゅうたんの選び方やカーテンの選び方，作

 り方について，また「各室計画」では台所計画，各室の

 収納場所について説明したものが多かった。

 　E．環境では，「省エネ・保温・断熱」に関するものが

 37．O％と最も多く，暖房時の負荷を少なくするための2

 重窓や力ーテンの効果を分かりやすく説明したものが多

 くみられた。また，次に多い「湿気・結露」15．7％では，

 気候的条件や住宅の敷地条件の悪さに原因した住居内の

 湿気と，暖房時の結露の問題を取り上げたものが多くみ

 られた。また，家庭で使用した化学製品のゴミ処理方法

 やラドンによる空気汚染などについての環境問題，飲料

 水の水質に関する問題等の情報量については地域ごとに

 特徴を示しており，E．環境の項目をより詳細に検討す

 ることで各地域の気候，風土の特徴を知ることができる

 と考えられる、

 　F．設備では，「冷暖房・空調設備」に関するものが30．9

 ％と最も多い。内容は器具の使用方法について説明され

 たものがほとんどである。次いで多い「家事設備」17．O

 ％でも電子レンジや洗濯機，乾燥機などの使用方法が具

 体的に説明されている。

 　G．構造・材料・施工では「材料・各部部品」が45．6

 ％と全体の約半数を占めており，その内容は部品として

 の窓やドアの選び方について具体的に説明されている。

 次に多い「耐久・耐候性」24．2％では，住宅の性能だけ

 でなく，ハリケーン，洪水などの気侯災害への対処につ

 いて，住宅の保証方法や復旧方法なども具体的に説明し

 ている。

 　全体に，提供されている住情報は，基本的で，具体的

 な内容に終始しており，住民が直接自分で住宅を改善し

 ていく方法の指針になることを目標にしていることが分

 かる。

 7．結語

 　本研究は，まず，アメリカの州立大学が地域に提供す

 る住情報サービスについて調査を行い，普及のための組

 織と活動実態を把握した。同時に，資料収集を行い，各

 大学から提供されている情報の種類と内容を分類・整理

 することにより住情報に関する基礎資料を作成した。そ

 の結果，次のような成果が得られた。

 1）農務省・コーネル大学・アイオワ州立大学のケース

 　　スタディを通して，その組織とC　E　S活動の全体像

 　　がほぽ把握できた。すなわち，C　E　Sの社会教育活

 　　動は農務省・州立大学・地方自治体単位のC　E　S事

 　務所の連携により推進されている。農務省では全国

 　的な視野から，共通する現在の生活問題を基本プロ

 　　グラムという形で各C　E　Sに提示する。一方，州立

 　大学では，基本プログラムを基軸としながら，地域

 　の実情に基づいた独自の研究を推進し，それを教育

 　プログラムに反映する。そのための特別研究助成金

 　　を農務省へ申請する。中には，共通する問題を抱え

 　　た地域間で，州を越えた共同研究プロジェクトも実

 　施されている。また，州立大学は各郡におかれた事

 　務所の専門職員に対し，新しい知見に基づいた専門

 　教育を行い，指導する責任を負っている。実際に住

 　民の教育にあたるのは，地方自治体単位のCES事

 　務所で，住民への教育効果は専門職員の資質に関わ

 　　るため，絶えず，そうした内部教育がなされている

 　のである。C　E　S事務所の専門職員は，関心ある住

 　民をボランティアとして活用し，また，多くの公的・

 　私的組織と協力することによって教育効果を上げて

 　　いる。教育の対象は，住民だけでなく，行政機関で

 　働く人，企業も含まれており，多岐にわたる生活問

 　題を解決していく効果を上げている。ただし，地域

 　の活動は専門職員の意欲と行動力に依存するため，

 　小規模の事務所では勤務する専門職員の資質と高齢

 　化した専門職員の活力低下に問題点があるケースも

 　見受けられる。

 2）C　E　Sで取り上げられるプログラムの内容は，杜会

 　の変化や住民の二ーズに応じて柔軟に対応できるシ

 　　ステムがとられているのが特徴である。特に，1980

 　年代にCESシステムは大いに変化したという。現

 　代のアメリカの二ーズと連携して，組織・資料・刊

 　行物・伝達システム・スタッフ・マネージメントの

 　在り方について，将釆，質の高い教育プログラムを

 　供給するにはどんな組織的な変化が必要であるかが

 　検討された。都市化に伴い，農業を中心とした情報

 　　では，対応できなくなっているのである。特に，大

 　都市では，多様な民族の流入により，異文化への理

 　解と外国語教育プログラムの必要性が増大しており，

 　　スタッフには，スペイン語・中国語・朝鮮語など外

 　国語が話せる人の需要が増えている。刊行物におい

 　　ても，外国語で書いたものを用意する事務所が増え

 　　ている。

 3）ハウジング分野の活動も，従来とは変化しつつある。

 　　たとえば，ニューヨーク市などではホームレスの人

 　　たちへの対応が大きな課題であり，他の都市におい

 　　ても住宅取得に関わる問題（アフォーダブル・ハウ

 　　ジング）などの重要性が増している。また，健康的

 　　な住宅への取り組みは，今後進展するものと思われ

 　　る。

 4）全米の各州立大学C　E　Sが発行している生活情報を
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 　　分類・整理し，基礎資料を作成した。1：1」行物の約半

 　　数を農業関係の刊行物が占めている。農業分野と食

 　　物・栄養分野の情報が多いのは，丁没立趣旨からも当

 　　然といえる。現在では，環境問題の情敵が増えつつ

 　　ある。また，青少年やボランティアを育成するリー

 　　ダーシップの分野に相当力点がおかれていることが

 　　分かる。全体に，情報内容が具体的で細郁，多岐に

 　　わたっているのが特徴である。

 5）作成した資料に基づいて，C　E　Sから提供されてい

 　　る住情報の種類・量，およびその重点のおき方を検

 　　討した。刊行物に表された情報は，住宅管理分野と

 　　住宅計画分野が多い。中でも，メンテナンスやイン

 　　テリアデザインなど，自分たちで住宅を改善する

 　　（DIY）ためのハウツーものの具体的な情報が中心

 　　である。また，厳しい気候条件を反映した防寒対策，

 　　耐候性能に関する情報も多くみられた、、ケーススタ

 　　ディにおけるインタビュー調査によれば，都市部に

 　　おけるハウジング分野の焦点は，社会的な住宅問題

 　　へと移行しつつあるが，これらの刊行物による情報

 　　内容には，かなりずれが感じられる。すなわち，刊

 　　行物による情報内容は，これまでの住宅をいかによ

 　　りよく住まうか，　といった基本的かつf云統的な情報

 　　に属するといえる。このことは，情報を受け取る側

 　　の変化にも当てはまるのではないだろうか。特に，

 　　最近の文字離れ現象から，情報はビデオ・コンピュ

 　　ーターソフトなどビジュアルなものへ傾斜しつつあ

 　　り，メディアの変化が情報の伝え方に彩響している

 　　状況がうかがえる。

 6）C　E　Sシステムの活動は75年閉以上継続され、住民

 　　に生活情報を提供してきた。その閉C　E　Sが果たし

 　　てきた役割は大きいといえる。なお，CESの土な

 　　財源は，農務省・州立大学・地方自治体から得てい

 　　るが，このほか，様々な公的・私的閉体から委託研

 　　究・助成金などを受けて運常されている。しかし，

 　　インタビュー調査において，ほとんどの人が財政的

 　　困難さを指摘している。住民の現代的な二一ズヘの

 　　対応，財政間題などがC　E　Sシステムの課題といえ

 　　よう。

 　なお，本報告では，各州における住宅閉題の取り組み

 方に，どのような特徴があるかを住情報発信基地として

 の観点からまだ十分考察するまでにいたっていない。今

 後，刊行物の情報内容をさらに詳しく検討し，その特微

 を考察していく予定である。
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